
【一般取扱所 変更許可申請】
概要: ローリー充 所 配管改造 ( ローディングアーム・消火配管改造 )

号 項 目 提 出 備 考

1 申請書 ● 様式第７－２（仮使用申請あり）

2 内容説明書

●

１ 目的, 工程概要説明
２ 変更内容
３ 使用材料等一覧
４ 安全対策

3 委任状 ●

4 構造設備明細書 ● 様式第４のイ

5 危険物貯蔵・取扱数量算定計算書(倍数集計表) ●

6 危険物製造所等特例適用内容書（特例申請時に必要）  

7 事業所全体配置図 ●

8 製造所等の周囲状況 〇

9 機器全体配置図（平面図・立面図） ○

10 工程概要説明書 ● 2. 内容説明書に含めて記載

11 工程概要図（フローシート） ●

12 機器・装置等の漏れ、あふれ、飛散に対する安全対策  

13 緊急時（エマージェンシー）対策  

14 機器リスト ● 添付様式

15 屋外・屋内タンクの構造、タンク基礎図等  

16 地下タンクの構造、タンク基礎構造図等  

17 危政令第9条第1項第20号該当タンクの構造、タンク基礎図等  

【凡例 】 ●：提出あり（事例添付あり） ○：提出あり（事例添付なし）   ：提出なし(非該当)

事例４

号 項 目 提 出 備 考

18 その他の危険物取扱い機器の構造 ● 機器仕様書・カタログ添付

19 建築物，工作物の概要(基礎図含む)  

20 囲い、油分離装置、貯留設備、床の傾斜、排水関係図  

21 防油堤の構造、強度計算書、容量計算書等  

22 配管図（配管支持物等含む） ● 平面図、アイソメ図、工事箇所色別

23 架台の構造・強度計算書  

24 避雷設備の概要  

25 電気設備の概要  

26 静電気除去設備の概要  

27 警報設備の概要  

28 消火設備の概要 ●

29 工事に伴う安全対策 ●
2. 内容説明書に含めて記載
防火要領
（工事の火気養生、立会、消火器等）

30 危険物等データベース登録確認書または確認試験結果報告書  SDS

31 危険要因の検討(リスクアセスメント) ● 変更管理実施結果（分析・低減シート）

【一般取扱所 変更許可申請】
概要 : ローリー充 所 配管改造 (ローディングアーム・消火配管改造 )

【凡例 】 ●：提出あり（事例添付あり） ○：提出あり（事例添付なし）   ：提出なし(非該当)
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１． 申請書

【指定数量の倍数】
取扱う危険物の類・品名が複数ある場合は、根拠となる表、
計算書を添付。（参考※１）

【変更の理由】
設備増設、作業性改善、省エネ対策、公害対策、保安対
策、品質改善、油種変更、開放点検、老朽化対策、法改正
などの変更内容について簡潔に記載。

設備増設・撤去については、変更前/変更後の個数を記載。
例；水噴霧ヘッドを増設（1→2個）します。

【その他の必要な事項】
申請担当者の名前、連絡先を記載

仮使用承認申請
変更工事期間中も引き続き施設を使用する場合、合わせて仮使用承認申請を行う。

【添付資料】
仮使用範囲位置図（平面図】

仮使用範囲位置図（拡大図】

安全対策書

内容説明書２．

( 拡大記載有り )
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仮使用承認範囲図
【添付資料】

仮使用範囲位置図（平面図）】 仮使用範囲位置図（拡大図）】

内容説明書２．

図面は全体詳細図および仮使用対象範囲を拡大した図面を添付。
仮使用範囲・工事箇所を色分け。（工事対象箇所の明確化）
（工事対象箇所以外を仮使用とすることも合わせて記載する）
仮使用承認看板設置箇所をプロットし、記載。

【添付資料】
安全対策書

安全対策書

１．仮使用中は現場に「危険物仮使用」の標識を掲示致します。

２．工事作業開始前にはガス検を実施し、安全を確認します。

３．工事対象配管付属バルブ全閉及び仕切板にて縁切りされていることを確認後、施工します。

４．工事対象配管内に危険物が無いことを確認してから、施工します。

５．現場火気使用にあっては、四面を防炎シート養生の上、火点１ヵ所につき粉末消火器２０型を２本以上
配備します。また、合わせて可燃性ガス検知器（4台）設置し、工事監督者立会いのもと実施します。

６．工事監督者は、元スイッチ・抵抗器・ケーブル及び同接続部の点検（特に絶縁被覆の破損の有無）を毎
日行い電気事故防止に努めます。

７．工事中は周囲の状況に注意し、少しでも異常を感じたら速やかに作業を中止します。

８．作業現場は常に整理整頓に努めます。

９．１日に２回以上、製造課による巡回点検を実施します。

内容説明書２．
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２． 内容説明書

（ 詳細説明有り)

（ 詳細説明有り)

（ 詳細説明有り)

内容説明書２．

1．目的
当事業所の陸上出荷場においてローディングアーム（Ｌ/Ａ）◇基（灯油：◇基、軽油◇基）をガス

パージ も
のです。なお、工事期間中も引き続き当該設備を使用するため、当該設備の仮使用も合わせて申請す
るものです。

記載例

2．変更内容

変更内容説明

当該変更工事期間に施設を使用するため、仮使用承認申請を
合わせて申請することを記載。

（施設の使用がない場合には記載は不要）
流体名（危険物・一般共に）を記載すること

例）危険物：ガソリン，灯油，軽油
一般：空気，窒素，蒸気

変更工事に対する変更詳細（配管径別）を記載。
例

配管撤去：4B×20M
配管新設：4B×7M、2B 4B×10M

配管検査要領記載
耐圧試験圧力（試験圧力は最大常用圧力の1.5倍以上）
試験媒体（媒体は不活性ガス又は不燃性液体を用いる）

変更工事に係る付帯工事についても合わせて記載。
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内容説明書２．

3．工事担当者及び施工者
当該工事担当者及び施工協力会社担当者を記載

記載例

4．施工期間
下記、いづれかの記載方法で記載する

記載例
３．工事担当者及び施工者

工事担当者：□□ 株式会社 ◎◎事業所工事課 消防 三郎
工事施工者：株式会社防災エンジニアリング 救助 五郎

記載例
工事開始予定日及び完了予定日

○○○○年□□月△△日）

ご許可後、○○日間

変更内容説明

内容説明書２．

記載例
5．配管等材料表
当該変更工事にて使用する材料
（配管・継手・弁等）一覧表を記載する。

項目 規格・材質
管径

（B）

数量

パイプ

SGP WELD BE 8 10m

STPG370 ERW SCH40 BE 8 10m

STPG370 SMLS SCH80 PE 1-1/2 10m

STPG370 SMLS SCH160 BE 8 10m

90°エルボ

FSGP WELD BE 8 10個

STPG370 SMLS SCH40 PE 8 10個

FSGP WELD BE(SR) 8 10個

STPG370 SMLS SCH40 BE(SR) 8 10個

STPG370 SMLS SCH40 BE 8 10個

PT370 SCH160 1-1/2 10個

45°エルボ STPG370 SMLS SCH40 BE 8
10個

ティー STPG370 SMLS SCH40 BE 8
10個

STPG370 SMLS SCH40 BE 8 10個

レジューサー FSGP WELD BE ERE 8×6 10個

フランジ

SFVC2A JPI-150 SO RF-SM 8 10枚

SFVC2A JPI-150 SO RF-SM
8 10枚

SFVC2A JPI-150 SO RF-SM
1-1/2 10枚

ブラインドフランジ
SFVC2A JPI-150 SO RF-SM

8 10枚

ニップル
SUS304 SCH80 PE×PT

1-1/2
10個

キャップ
SFVC2A-3000# PT

1-1/2
10個

ボス
SFVC2A-3000# SW

1-1/2
10個

バルブ
SFVC2A COMPACT #800 SW

1-1/2
10個

５．配管等材料表変更内容説明

下記項目について記載。
配管（サイズ、材質別、数量）
継手類（種類別、サイズ、材質別、数量）
バルブ（サイズ、種類別、数量)
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内容説明書２．

6．安全対策（記載例）

1）適用法規
(1) 労働基準法 (4) 石油コンビナート等災害防止法事前
(2)  労働安全衛生法 (5) ○○事業所 協力会社工事管理標準
(3)  消防法に準拠 (6) 打合わせによる確認事項

2）安全対策事項（主なもの）
(1) 工事事前 打合わせを行い、打合せ確認書に基づいて現場工事を行います。
(2) 工事関係者は当所の規定に基づく安全措置ならびに打合わせによる確認事項を遵守します。
(3) 工事期間中は毎日設備運転管理部門担当者、工事担当者及び施工者による安全作業

打合せを実施し翌日の作業内容を確認します。
(4) 工事施工に際しては、工事担当者及び施工業者が立ち会います。
(5) 工事現場周辺の道路は、緊急車輌の通行の支障とならぬように確保します。
(6) 現場火気使用に際しては、四面を防炎シート養生の上、火点１ヵ所につき粉末消火器２０型を

２本以上配備します。また、合わせて可燃性ガス検知器（4台）設置し、工事監督者立会いの
もと実施します。

(7) 工事現場は、常に整理整頓を行い、災害防止に努めます。
(8) 既設配管取り外しの際は、安全工具を使用し、静電気対策を実施します。
(9) 工事中は周囲の状況に注意し少しでも異常を感じたら、速やかに作業を中止して設備所轄課

及び工事課の各担当者へ連絡することとします。

記載例

7．添付資料
当該申請書に添付している資料等を記載する。

変更内容説明

３． 委任状

委任状の写しを添付
変更許可申請者と設置者が同一である場合
には添付不要
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構造設備明細書４．

記載例

記載項目
変更箇所を朱記記載
→水噴霧消火設備増設のため、増設後の個数を記載

危険物貯蔵・取扱数量算定計算書(倍数集計表)５．
指定数量の倍数

※① 指定数量の倍数
品名の異なる危険物を複数貯蔵し取扱う場合の倍数計算は、
貯蔵し又は取扱う危険物の数量を、それぞれの危険物の
指定数量で除した値を合計した数値とし、小数点以下に
ついては合計の数値で小数点以下3位を切り捨てる。

※②
変更許可申請に伴う、取扱数量及び倍数の変更有無を記載

当該変更に伴う、取扱い数量及び倍数の変更はありません

ローリー充填場（最大数量、倍数）

※①

※②

品名 指定数量（L） 倍数

第４類 第１石油類 ガソリン 200 5,500 27,500

第４類 第１石油類 溶剤Ａ 200 30 150

第４類 第１石油類 溶剤Ｂ 200 30 150

第４類 第２石油類 灯油 1,000 2,700 2,700

第４類 第２石油類 軽油 1,000 2,800 2,800

第４類 第３石油類 重油 2,000 1,285 643

第４類 第４石油類 潤滑油 6,000 4 0.667

合　計 － 12,349 KL 33,943.66 倍

危険物の類 最大数量（KL）
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事業所全体配置図７．

7-1．事業所案内図

添付例

□□(株)
A工場

□□(株)
B工場

飛び地となっている地区がある場合は、工事対象施設がある地区を明確化。

工程概要図（フローシート）１１．

ハイオクガソリン

軽 油

レギュラーガソリン

灯 油

図面へ記載する用語に略称は 原則、使用しない。
例 （NG） （OK）

RG → レギュラーガソリン
KE → 灯 油
L/A → ローディングアーム

略称を使用する場合は、一覧を別に添付する。

変更許可対象ラインを色分け。
（変更許可対象の明確化）
当該申請に『危険物配管』・『一般配管（非危険物配
管）』が混在する場合においては、危険物・非危険物
配管の明確化を図るために色分けを実施。

※危険物配管・一般配管の区別ついて補足説明を用意
危険物配管
→ 消防法で定める危険物が通る配管

一般配管
→ 上記、以外の流体で水・蒸気・空気、不活性ガス、

水素ガス等の非危険物が通る配管

既設・改造区分について矢印等を
用い、改造範囲の明確化を実施。
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工程概要図（フローシート）１１．
水噴霧ヘッド図面と性能曲線図

性能曲線図水噴霧ヘッド図

水噴霧ヘッド図メーカー仕様書添付
メーカーにより吐出量・圧力が異なるので注意

機器リスト１４．

特
定
設
備

認
定
品

そ
の
他

地上 B-1234
アイランド

ガスパージ用
ブロアー

1 ○ 空　気 -
下部
水平

吐出型

34 /min
2.2KW

- -
AC2B

A1050P
4.45

(4.45)
3.15
(4.45)

40
20
(40)

- -

機　器　リ　ス　ト

高圧ガス保安法 備考設置場所
（階等）

機器番号 機器名称

特
殊
化
学
設
備

肉厚（板厚）
（mm）

必
要
肉
厚
（

板
厚
）

型式 仕様・
寸法（mm）・
能力　等

（

設
計
温
度
）

常
用
温
度

フ
ロ
ー
シ
ー
ト

平
面
図計装関係

（温度計）
（圧力計）
（液面計）

使
用
肉
厚
（

板
厚
）

材質

（

最
大
常
用
圧
力
）

最
高
使
用
圧
力

製
作
図

水
圧
（
張
）

検
査

一
　
圧

二
　
圧

液体名
又は

内容物品名

内容積

（m3）

そ
の
他

確認欄　※
圧力
（KpaG）

温度
（℃）

安全装置
・

通気管

（

設
計
圧
力
）

常
用
圧
力

最
高
使
用
温
度

　
　
数
　
量

危
険
物

２
０
号
タ
ン
ク

そ
の
他

消防法労働安全衛生法

高圧ガス設備 耐
震
設
計

ガ
ス
設
備

ボ
イ
ラ
ー

（

特

殊

化
学

設

備
を

除

く
）

化
学
設
備

非危険物の機器を含む。
機器仕様書（図面）と齟齬がないように記載すること
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その他の危険物取扱い機器の構造１８．

使用する機器をマーク（→）する

配管図（配管支持物等含む）２２．
図面-1（平面図）

変更許可対象ラインを色分け。（変更許可対象の明確
化）
当該申請に『危険物配管』・『一般配管（非危険物配管）』
が混在する場合においては、危険物・非危険物配管の明
確化を図るために色分けを実施。

※危険物配管・一般配管の区別ついて補足説明を用意
危険物配管
→ 消防法で定める危険物が通る配管

一般配管
→ 上記、以外の流体で水・蒸気・空気、不活性ガス、

水素ガス等の非危険物が通る配管
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２２．
図面-2（アイソメ図）

配管図（配管支持物等含む）

変更許可対象ラインを色分け。（変更許可対象の明確化）
当該申請に『危険物配管』・『一般配管（非危険物配管）』が混
在する場合においては、危険物・非危険物配管の明確化を図
るために色分けを実施。

※危険物配管・一般配管の区別ついて補足説明を用意
危険物配管
→ 消防法で定める危険物が通る配管

一般配管
→ 上記、以外の流体で水・蒸気・空気、不活性ガス、

水素ガス等の非危険物が通る配管

配管サポートについて
当該変更工事においては、一般配管のみ
サポート施工ため耐火施工なし。

※危険物配管サポート施工詳細は次ページ
にて説明

２２．
配管サポート耐火施工について

配管図（配管支持物等含む）

【配管サポート耐火施工要否チェックシート】

危険物配管サポート施工に際しては、チェック
シート(右記)を用いて施工要否を判断する。

193



２２．
図面-3（配管改造図）

配管図（配管支持物等含む）

変更前/変更後のアイソメ図を用意し、改造による新
旧の比較を明示。
変更箇所範囲を色分し、変更範囲を明確化。

変更許可対象ラインを色分け。
（変更許可対象の明確化）
当該申請に『危険物配管』・『一般配管（非危険物配管）』
が混在する場合においては、危険物・非危険物配管の明
確化を図るために色分けを実施。

※危険物配管・一般配管の区別ついて補足説明を用意
危険物配管
→ 消防法で定める危険物が通る配管

一般配管
→ 上記、以外の流体で水・蒸気・空気、不活性ガス、
水素ガス等の非危険物が通る配管

２２．
補足説明
ガスパージ併用ローディングアーム

配管図（配管支持物等含む）

三方弁

三方弁

ローリー積み込み時
―：危険物フロー

ガスパージ時
―：パージガスの流れ

三方弁

三方弁

ローディングアーム三方弁の動作説明書添付

※三方弁の動作より内部流体が切替わるため危険物・
一般配管を区別。
①『ローリー積み込み時：危険物配管』
②『ガスパージ時：一般配管』
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消火設備の概要２８．
固定式水噴霧消火設備配管ルート図

選択弁よりスプレーヘッドまでの平面配管ルート図を添付

固定式水噴霧消火設備散布図
消火設備の概要２８．

散布パターン曲線から読み取った散布径にて
ローリータンク部分が包含されていることが分
かるようにスプレーヘッド毎に包含円を記載。
（上部矢視）
包含円の大きさ（半径）が分かるようにサイズ
を記載し、有効範囲を明示する。※サイズ記
載例：ｒ=○○ｍ

ローリータンク部分が散布パターンにより包含され
ていることが分かるよう散布パターン曲線を記載。
（後方矢視）
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固定式水噴霧消火設備改造に係る、設計計算書を添付する。

消火設備の概要２８．

計算書記載事項

① 水噴霧消火設備
・適用法令

・設計基準
・設置個数
・スプレーヘッド型式概要

② 消火ポンプ
・適用法令
・消火ポンプ能力
・水源、水量検討
・スプレーヘッド型式概要

③ 配管摩擦損失計算書

④スプレーヘッド図面・性能曲線図

消火設備包含図（全体）

• スプレーヘッド
• 泡消火栓（屋外）
• 水消火栓（屋外）

消火設備の概要２８．

水・泡消火栓及びスプレーヘッド包含円の大きさ（半径）が分か
るようにサイズを記載し、有効範囲を明示する。
※サイズ記載例：ｒ=○○ｍ
包含円対象消火設備施設から線引きを実施

変更許可対象施設全体が各種消火設備にて包含されて
いることが分かるように消火設備ごとにラインを色分け。
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消火設備包含図（拡大図）

消火設備の概要２８．

• スプレーヘッド
• 泡消火栓（屋外）
• 水消火栓（屋外）

変更許可対象施設全体が各種消火設備に
て包含されていることが分かるように消火
設備ごとにラインを色分け。

包含円対象消火設備施設から線引き
を実施していることが分かりよう消火
栓ナンバーを記載

水・泡消火栓及びスプレーヘッド包含円の
大きさ（半径）が分かるようにサイズを記載
し、有効範囲を明示する。
※サイズ記載例：ｒ=○○ｍ

潜在危険源の分析・検討及び、潜在危険源の排除・低減するために実施した、変更管理検討結
果（自社様式や資料）を添付。(定型様式は無いので、事業所の様式を使用)

添付資料（例）
事前リスクの判定
各種手法によるリスク分析
リスク評価

危険要因の検討（リスクアセスメント）

【事前リスク判定シート】 【リスク分析シート】 【リスク評価シート】

３１．

( 拡大記載有り ) ( 拡大記載有り )

( 拡大記載有り )
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危険要因の検討（リスクアセスメント）

【事前リスク判定シート】

３１．

危険要因の検討（リスクアセスメント）

【リスク分析シート】

３１．
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危険要因の検討（リスクアセスメント）

【リスク評価シート】

３１．
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